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個店利益の軽視が

販売力と競争力を低下させた

チェーンストアは規模の利益を追い

求め、拡大路線を取り続けてきた。

その中で優先されたのが、店舗大型

化による売上げ至上主義と大量販売に

よる価格引き下げ。個店の利益は重要

祝されてこなかった。

そのため、過大投資の建物とそれを

維持する全経費がのしかかったGMS

店舗は効率重視の売場拡縞とコストカ

ットを強いられ、売上高は良くて現状

維持という状態に。

その結果、GMSとしての成長戦略

を見失った本部は「実務指示の本部」

となり、個店がやるべきことまで握っ

て行うようになるが、これが裏目に出

て、店舗作業のムリ・ムダが増大。

GMS店舗はお客のための作業の前

に本部のための作業をやらざるを得な

くなり（店舗業務を棚卸しすると本部

向けのムダな業務が何百もあることが

分かる）、接客や販売に費やせる時間

が減少、店舗販売力が低下してしまっ

た。

GMSが苦境に陥ったのは、この悪

循環に原因がある。

GMSを

生まれ

変わらせろ

GMSはどうすれば赤字体質を改善できるのか。西友でEDLPの店舗業

務改革の立案実行責任者を務めた筆者が、GM6新生の手法を示す。ポ

これまでチェーンストアが強みとし

てきた大量仕入れによる商品価格の引

き下げにも限界がある。昨今は原材料

費や水道・光熱費、物流費、施設管理

費、人件費は上がる一方で、ますます

利益が出しにくい状況になっている。

国際社会との厳しい価格競争にさら

された製造業はいや応なしに需給に合

わせて人員配置の管理をし、標準化で

ムダを取り、利益を出し続けてきたが、

小売業は国内を対象にしたドメスティ

ックな産業。労働分配率が高い業種に

もかかわらず、人が関わる作業状況を

チェックする仕組みが生かされず、常

に人手不足の人件費高止まり。この点

も、GMSの競争力を低下させる一因

になっている。

GMSを生まれ変わらせるには、こ

うした過去から引きずってきた問題を

個店力はrこう高めるJ
E正ヨ
個店のお薦め商品で壕や

個店ごとのお薦め商品をどれだけ持って

いるかが重要だ。チラシ掲載の有無で「売

る商品と売らない商品十を決めているよう

では個店の販売力は高まらない。GMSの

食品1万アイテム、非食品4万アイテムの

中からチラシに載るのは1割にも満たない。

それ以外の本当に稼ぐ付加価値のある商

品を地道に販売していくことが、他社との

価格競争から抜け出し、ネット通販との需

要の奪い合いに対抗する手段になる。

SeⅣi珪

マーケテイングに生かす
お客のための専門係（コンシェルジュ）

を持っているチェーンは少ない。最近で

は家電専門店や書店でコンシェルジュを

設置する動きはあるが、GMSも店舗全

体で扱う商品を対象にしたコンシェルジュ

が今後、必要になる。

コンシェルジュは最大のマーケテイング

活動。接客の中で集めた声を商品部に

速やかに伝え、対応をすることが個店の

フアンの増加につながる。
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解決することが不可欠だ。

作業標準化と多能工化で
少人員の運営態勢を構築

GMS改革の柱の一つは高コスト体

質からの脱却になるが、もはや本部だ

けでチェーン全体のコストを引き下げ

続けることは難しい。

本部でコントロールする商品原価、

家賃などは相手があるため、交渉に時

間がかかり、限界も必ずあるからだ。

今後は個店ごとにコストの削減がで

きるかがポイントになる。

個店のコストは全てが自らの手中に

あり、コントロール可能だ。特に人件

費はコントロールの精度が低く、改善

の余地はまだ十分にある。

（そのためには入時管理されている

ことが前提になるが）必要な時間帯の

作業量に応じて入時を張り付けていけ

ば人件費を削減できる。

分かりやすい例はレジ業務だ。この

作業は標準化されているため、打刻ト

レーニングをすれば、レジ混雑時に誰

でも支援に入れる。

しかし、レジ以外の業務は標準化が

されておらず、相互の支援はできない

のが現状だ。例えば、水産の加工業務

を住居用品の担当者ができる仕組みに

なっていないし、逆もしかりだ。
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